
帯広市における観光振興の現状と課題
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帯広市
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資料１



１．観光振興の現状について
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帯広市の観光の現状（観光入込客数の推移）

• 帯広市の観光入込客数の推移をみると、2016年度は台風の影響で落ち込んだも
のの、全体的には右肩上がりで推移している。
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帯広市の観光入込客数の推移

(年度)

(千人)(千人)

資料：北海道観光入込客数調査報告書



順位 自治体 宿泊者延数

1 札幌市 1,373万人泊

2 函館市 441万人泊

3 釧路市 153万人泊

4 倶知安町 128万人泊

5 帯広市 127万人泊

6 登別市 125万人泊

7 旭川市 108万人泊

8 小樽市 95万人泊

9 洞爺湖町 72万人泊

10 北見市 70万人泊

順位 自治体 入込客数

1 札幌市 1,585万人

2 小樽市 781万人

3 釧路市 530万人

4 旭川市 527万人

5 函館市 526万人

6 千歳市 498万人

7 登別市 378万人

8 帯広市 293万人

9 洞爺湖町 259万人

10 石狩市 254万人

帯広市の観光の現状（道内他都市との比較）

• 帯広市の観光入込客数は、道内市町村の中で8番目に多く、宿泊客延数は、道
内で5番目に多い。
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観光入込客数の多い道内市町村（2018年度） 宿泊客延数の多い道内市町村（2018年度）

資料：北海道観光入込客数調査報告書



帯広市の観光の現状（国内客宿泊者）

• 帯広市の月別の国内客宿泊者数をみると、道内客、道外客ともに、夏季にピー
クを迎え、冬季にかけて落ち込んでいる。
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資料：北海道観光入込客数調査報告書



帯広市の観光の現状（外国人宿泊者数の推移）

• 帯広市の外国人宿泊者数の推移をみると、年々増加しており、平均宿泊日数に
ついても、増加傾向にある。
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帯広市の外国人宿泊者数の推移
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資料：北海道観光入込客数調査報告書



1,134 

2,565 
2,404 

3,925 

3,032 

1,380 

2,125 

1,083 

1,526 

4,036 

3,025 

1,214 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(人)

帯広市の観光の現状（外国人宿泊者①）

• 帯広市の月別の外国人宿泊者数をみると、国内客と異なり、夏季だけでなく、
冬季にもピークが来ている。

7

帯広市の外国人客の月別宿泊者数（2018年度）

資料：北海道観光入込客数調査報告書



帯広市の観光の現状（外国人宿泊者②）

• 帯広市の外国人宿泊者を国別にみると、アジア圏からの観光客が多く、全体の
約８割を占める。
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帯広市の国別外国人宿泊者（2018年度）
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宿泊客数（人） 構成比

東アジア 17,560 64.0%

中国 5,728 20.9%

台湾 4,989 18.2%

韓国 3,901 14.2%

香港 2,942 10.7%

東南アジア 3,979 14.5%

シンガポール 1,975 7.2%

タイ 1,068 3.9%

マレーシア 570 2.1%

その他 366 1.3%

欧米豪 3,448 12.6%

欧米 3,045 11.1%

オーストラリア 403 1.5%

その他 2,462 9.0%

合計 27,449 100.0%

※ 四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある

外国人宿泊客
（2018年度）

27,449人

資料：北海道観光入込客数調査報告書



帯広市の観光の現状（取組の成果指標と達成状況）

• 帯広市の取組の成果指標に対する達成状況をみると、市内観光入込客数、市内
宿泊客延数、十勝のアウトドア観光消費額のいずれも、約９割となっている。

市内観光入込客数

2018年度
目標値

2022年度 進捗状況

293万人 332万人 88.3%

2018年度
目標値

2022年度 進捗状況

7.8億円 8.6億円 90.7%

2018年度
目標値

2022年度 進捗状況

127万人泊 143万人泊 88.8%

市内宿泊客延数

十勝のアウトドア観光消費額
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資料：第七期帯広市総合計画



新型コロナウィルス感染症の影響
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北海道における観光への影響（試算）

試算

宿泊延べ数の減少 約900万人泊

（影響額） 約3,000億円

日帰り旅行の減少（人数） 約 850万人

（影響額） 約 680億円

資料：北海道「新型コロナウィルス感染症による観光への影響（試算）」

※新型コロナウィルス感染症による影響が6月まで続いた場合

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

※令和2年4月の数値は第1次速報値

• 足元をみると、新型コロナウィルス感染拡大の影響等によって、宿泊者数の減
少など大きな影響を受けており、今後、感染拡大の影響を踏まえた上で、帯広
市の観光振興を考える必要がある。

（万人泊）

日本の延べ宿泊者数の推移

全体 日本人 外国人

令和2年4月 1,079 1,053 26

（前年同月比） ▲76.8％ ▲71.1％ ▲97.4％



２．観光振興の課題と取組みについて
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帯広市の観光振興への取組み（帯広市の観光の課題）

• 帯広市の観光は、冬季や他地域と比較した観光入込客数が少ない一方、外国人
観光客数の増加などを踏まえ、滞在型および通年型観光の推進や、さらなる魅
力の向上、外国人観光客増加への対策などを図る必要がある。
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□ 夏季に比べて冬季の観光入込客が少ない
□ 道央、道南、道北圏と比較し、観光入込客が少ない
□ 外国人観光客数が増加している

□ 滞在型および通年型観光の推進
□ 帯広市のさらなる魅力の向上
□ 外国人観光客増加への対策

観光の現状

観光の課題



 国内外の観光ニーズを踏まえ、広域で連携しながら、食や農業、広大な自然空間を活かし
たアウトドアなど魅力ある観光コンテンツの開発・提供を進める。

 十勝管内や道内他地域のほか、関係団体との連携を図りながら、効果的な観光プロモー
ションを進める。

 訪日外国人旅行者をはじめとする観光客が快適に旅行できるよう、受け入れ環境の充実
を図る。

帯広市の観光振興への取組み（帯広市の観光の方向性）

• 帯広市の観光の課題を踏まえ、今後、魅力的な観光地としてあり続けるための
「魅力の向上」や、インバウンドに対する多角的な利便性の向上対策等「受入
環境の充実」などの取り組みが必要。
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目指すべき姿

主な取り組み

魅力の向上

受入環境の充実

食や農業、自然などの地域資源を活かした、この地域ならではのアクティビティやイベントな
どを求め、国内外から多くの人が訪れ、滞在することで、にぎわいが生まれている。
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帯広市の観光振興への取組み（観光予算の推移）

• 帯広市の観光入込客数は増加しているものの、観光予算の推移をみると、予算
はほぼ横ばいとなっている。
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帯広市の観光予算と観光入込客数の推移

※1 2014年度は、ふるさと旅行券発行に係る事業費に112百万円計上（国庫補助金）
※2 2016年度は台風の影響、2019年度は新型コロナウイルス感染症の影響等により観光入込客数が大きく減少
※3 2019年度は、TVドラマを活用した十勝のエリアプロモーション事業等に50百万円計上
※4 2020年度のみ当初予算額

(年度)



帯広市の観光予算（2020年度）
事業名・予算（千円） 目的・使途

観光情報提供事業 4,319 (1.7%) 地域おこし協力隊活動、観光ポスター・パンフレット作製委託等

観光プロモーション事業 19,118 (7.4%) 国内・海外プロモーション等観光客誘致に関すること

観光情報拠点運営事業 30,960 (12.0%) 観光情報センター（２か所）と馬の資料館の運営・管理委託

コンベンション誘致推進事業 5,546 (2.1%) コンベンション推進に係る旅費・補助金、負担金等

三大まつり等開催事業 53,164 (20.6%) 平原・菊・氷まつり、とかちマルシェ等に係る負担金

観光推進団体支援事業 63,569 (24.6%) 帯広観光コンベンション協会補助金、十勝観光連盟負担金

地域観光圏連携推進事業 2,429 (0.9%) 道内中核都市等との観光連携に係る旅費、負担金

体験・滞在型観光推進事業 36,652 (14.2%)
アウトドアやサイクルツーリズム、アイヌ伝統舞踊の観光コ
ンテンツ化に関する事業

観光推進団体連携事業 735 (0.3%)
日本オートキャンプ協会、平原太鼓保存会等、観光推進に係
る団体への負担金等

観光受入環境・景観形成事業 2,078 (0.8%) Wi-fi環境の維持、夢あかりアート等景観形成に係る補助金等

観光施設管理運営事業 40,001 (15.5%) 観光施設の管理運営に係る指定管理料、光熱水費、修繕料等

合計 258,571 (100%)

帯広市の観光振興への取組み（2020年度の取り組み）

• 帯広市では、観光プロモーションや体験・滞在型観光の推進、施設管理などを
はじめ、さまざまな観光振興に関する事業に取り組んでいる。

15※ 四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある



事業例・2020年度予算額（千円） 事業概要 自治体名

インバウンド対策の強化 99,000
市中心部に観光案内所を県市協調で開設、公衆無線LAN
のエリアを拡大、まちなか交通ガイドの多言語化など

金沢市

宿泊施設等のおもてなし力
の向上

77,700
おもてなし力を高める宿泊施設の改修への支援、食物に
かかる情報の多言語化など

金沢市

歴史・文化に配慮した道づ
くり

108,400
博多旧市街エリアの主な通りを歴史・文化に配慮した趣
ある道路として再整備

福岡市

帯広市の観光振興への取組み（他自治体における観光振興施策の事例）

• 他自治体における観光振興施策をみると、魅力の向上や受入環境の充実につい
ても、さまざまな施策が講じられている。
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魅力の向上

受入環境の充実

事業例・2020年度予算額（千円） 事業概要 自治体名

伝統芸能の支援 19,500 芸妓文化や茶屋文化の継承への支援 金沢市

歴史的なまちなみや景観の保
全、建築文化の発信

94,500
金沢らしい眺望景観の創出、金沢町家の宿泊施設とし
ての再生への支援、建築キッズプログラムの実施など

金沢市

世界・日本新三大夜景推進費 12,609
世界・日本新三大夜景である長崎市の夜景の魅力を国
内外に発信し、宿泊につながる観光客の誘客を図る。

長崎市


